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今
夏
、
８
月
５
日
群
馬
県
伊

勢
崎
市
で
全
国
１
位
の
41
．
８

度
を
、
同
日
鳩
山
町
で
全
国
２

位
の
41
．
４
度
を
記
録
し
た
。

35
度
を
超
え
る
猛
暑
日
も
去
年

を
超
え
る
模
様
で
あ
る
。
「
暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
の
こ
と

わ
ざ
は
辛
う
じ
て
維
持
さ
れ
た

感
は
あ
る
が
、
異
常
気
象
は
否

め
な
い
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る

災
害
級
の
暑
さ
、
豪
雨
被
害
、

竜
巻
等
も
発
生
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
早
急
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
時
期
に
き
て
い
る
。

　

９
月
決
算
議
会
も
特
別
委
員

会
を
経
て
慎
重
審
議
の
う
え
可

決
承
認
さ
れ
た
。

　

中
学
生
議
会
が
10
月
末
に
予

定
さ
れ
て
い
る
。
若
者
の
貴
重

な
意
見
を
取
り
入
れ
、
町
が
よ

り
良
い
方
向
に
進
ん
で
行
く
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
（
小

規
模
多
機
能
自
治
）
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

視
察
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先

〇
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月
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日
（
木
）
岡
山
県
美
咲
町

　

美
咲
町
は
、
視
察
や
研
修
ご
と
に
成
果

を
振
り
返
り
、
議
会
だ
よ
り
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
活
用
し
、
住
民
向
け
に
内
容
を
公

開
す
る
こ
と
で
、
説
明
責
任
の
徹
底
を
図

っ
て
い
た
。
本
町
議
会
で
も
、
今
後
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
視
野
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
議
会
運
営
」、「
成
果
公
開
と
説
明

責
任
」、「
住
民
・
若
手
の
参
画
強
化
」
な

ど
に
重
き
を
置
き
、
議
会
の
高
度
化
や
開

か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
こ
ど
も
議

会
」
な
ど
、
多
世
代
・
多
主
体
の
町
民
を

対
象
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
べ
き

と
感
じ
た
。

　

今
後
、
議
会
と
し
て
実
施
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
が
、

次
世
代
及
び

住
民
の
参
加

促
進
策
に
つ

な
が
り
、
議

員
の
な
り
手

不
足
の
一
助

に
な
る
こ
と

を
切
に
願
う
。

視
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美
咲
町
は
、
町
を
13
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

各
地
域
で
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設

立
し
、
地
域
運
営
組
織
ご
と
に
地
域
の
未

来
を
住
民
自
ら
が
率
先
し
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
た
。
ま
た
、
各
地
域
で
中
学
生
以

上
の
全
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

地
域
課
題
の
洗
い
出
し
と
住
民
参
画
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
、｢

地
域
み
ら
い
計
画
」
を
作
成
し
、

課
題
ご
と
に
具
体
的
な
取
り
組
み
計
画
が

立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民

の
主
体
的
な
参
画
と
、
行
政
と
の
協
働
を

軸
と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
進

行
中
で
あ
っ
た
。

　

本
町
で
も
、
集
計
済
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
分
析

し
、
本
町
各

地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た

仕
組
み
づ
く

り
が
進
む
こ

と
を
切
に
願

う
。
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美
咲
町
は
、
人
口
減
少
に
直
面
す
る
中

で
も
「
必
要
な
機
能
は
残
す
」、「
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
質
は
確
保
す
る
」
と
い
う
原
則

の
も
と
、
現
実
か
つ
大
胆
な
公
共
施
設
再

編
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

統
廃
合
の
過
程
で
は
、
住
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
が
功
を
奏
し
、
最
終
的
に
は
町
全

体
の
一
体
感
や
効
率
的
な
行
政
運
営
に
繋

が
っ
て
い
た
。

　

今
後
、
本
町
に
お
け
る
公
共
施
設
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
住
民
意
見
を
十
分
に

聴
取
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
の

観
点
で
見
直
し
を
進
め
て
い
く
必
要
性
が

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
向
上
さ

せ
つ
つ
、
老
朽
化
対
策
、
財
政
負
担
減
な

ど
の
課
題
に

対
応
し
な
が

ら
配
置
の
最

適
化
等
を
す

す
め
る
べ
き

で
あ
る
。


